
事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 架空線・信号等損傷 性別 ― 年齢 - 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 なし

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

施設内通路にかかる架空線の位置と高さを調査の上、注意すべき箇所をまとめた位置図を作成し、
架空線の高さが低く、高所作業車と干渉する恐れのある箇所については迂回して通行し、資料上は
問題のない箇所についても、垂れ下がりがないか、随時注意しながら通行することとする。

事故状況図

改善状況図

令和5年11月6日（月曜日）　15時30分

テレメーター（供給先）一時機能停止

施設内にある道路を高所作業車が走行していた際に上部を横断する架空線をゴンドラが引っ掛け、
切断した。

架空線は、事故当時、垂れ下がっていたと考えられるが、高所作業車の通行の際に、高さの事前の
確認ができていなかったことが事故の原因である。

樹木管理

再発防止ミーティング

作業車両走行時注意箇所マップ


